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 主な議案 提案 賛成討論 反対討論 日本共産党 清風クラブ 甲政クラブ 正政会 公明党

２４年度一般会計決算認定 市長 朏　藤男 安井直明 ● ○ ○ ○ ○

２４年度国民健康保険特別会計決算認定 市長 鵜飼　勲 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

２４年度後期高齢者医療特別会計決算認定 市長 鵜飼　勲 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

２４年度介護保険特別会計決算認定 市長 橋本律子 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

２５年度一般会計補正予算 市長 ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市議会基本条例制定 委員長 ○ ○ ○ ○ ○

「地方交付税削減」問題に関する地方財政の充実・強化を求める意見書 森嶋克己 ○ ● ○ ○ ●

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書 服部治男 ○ ○ ○ ○ ○

社会保障制度改革国民会議の最終報告の撤回を求める意見書 山岡光広 小西喜代次 なし ○ ● ● ● ●

東京電力福島第一原発放射能汚染水海洋流出の抜本的解決を求める意見書 山岡光広 小松正人 なし ○ ● ○ ○ ●

ブラック企業への厳正な対処を求める意見書 安井直明 山岡光広 なし ○ ● ○ ○ ●

オスプレイの全機撤収と追加配備の撤回を求める意見書 小松正人 山岡光広 なし ○ ● ● ● ●

「集団的自衛権」行使容認の憲法解釈変更に反対する意見書 小西喜代次 安井直明 加藤和孝 ○ ● ○ ○ ●

橋下徹大阪市長の慰安婦問題等に対する発言の撤回を求める決議 安井直明 小松正人 なし ○ ● ● ● ●

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

 ９月定例議会は、８月２６日から９月１９日まで開かれ、市長提案の４９議案、

議員提案の条例１件、意見書７件、決議案１件について審議しました。日本共産

党甲賀市議団は、市政の問題点を追及、市民の要求実現へ積極的に発言しました。

日本共産党甲賀市議団は、議案提案権を生かして５件の意見書と決議案を

提案しました。どれも暮らしと平和を守る上で大事な内容なのに、清風クラ

ブ等の議員は、討論もなしに反対したため賛成少数で不採択に。 

 

平
成
24
年
度
各
会
計
決
算
認
定
を
中
心
に
議
論

さ
れ
た
９
月
定
例
議
会
。
日
本
共
産
党
は
、
安
井
直

明
、
小
松
正
人
、
山
岡
光
広
、
小
西
喜
代
次
の
各
議

員
が
、
議
案
質
疑
や
一
般
質
問
、
委
員
会
審
議
な
ど

で
積
極
的
に
発
言
。
市
民
の
利
益
を
守
る
立
場
か

ら
、
要
求
実
現
と
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。 

 平成２４年度甲賀市一般会計決算認定を審査する特別委員会は９月９

日・１０日・１１日・１２日の４日間集中審査を行いました。日本共産党

からは、安井直明・小西喜代次両議員が市民の目線で予算執行をチェック。

今後に生かすべき課題を指摘しました。 
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小西喜代次 
信楽町勅旨 

℡  83-0765 
Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 
Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 
Fax 86-0415 

小松 正人 
水口町名坂 128 

℡ 62-9652 
Fax 76-0150 

議
員
と
議
会
の
あ
り
方
な
ど
を
定

め
た
「
議
会
基
本
条
例
」
が
全
会
一

致
で
採
択
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

決
算
認
定
に
あ

た
っ
て
は
、
「
執
行

済
み
」
と
し
な
い

で
、
市
民
の
大
切
な

税
金
が
市
民
の
暮

ら
し
と
福
祉
を
守

る
こ
と
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
つ
予
算
執

行
に
な
っ
て
い
る

か
、
具
体
的
事
例
を

示
し
、
評
価
す
る

点
、
問
題
点
を
明
ら

か
に
し
、
代
表
し
て

安
井
直
明
議
員
が

反
対
討
論
し
ま
し

た
。 

 

唯
一
稼
働
し
て
い
た
大
飯
原
発
４
号
機
が

９
月
１５
日
定
期
点
検
に
入
り
、
１
年
２
ヶ
月

ぶ
り
に
す
べ
て
の
原
発
が
停
止
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
「
も
う
動
か
す
な
原
発 

福
井
集

会
」
が
開
か
れ
、
滋
賀
・
湖
南
地
域
か
ら
大

型
バ
ス
で
約
６０
名
が
参
加
。
小
松
・
山
岡
両

議
員
も
参
加
し
ま
し
た
（
写
真
）
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆政治参加と投票率向上◆原発ゼロの

日本へ◆特定健診受診率向上と健康づ

くり◆市道の未舗装・未改良、◆新甲賀

病院とコミバス運行改善 

 任期最後の議会・９月議会一般質問には、２０名の議員がたち

ました。日本共産党の山岡光広、安井直明、小西喜代次、小松正

人の各議員（届出・発言順）の質問と答弁要旨は次の通り。 

問 

参
議
院
選
の
結
果
か
ら
、
景
気
や
、

憲
法
９
条
問
題
は
ど
う
か
。 

市
長 

憲
法
の
３
原
則
を
守
り
、
９
条
の

趣
旨
を
世
界
に
広
げ
る
こ
と
が
大
事
。
景
気

を
良
く
す
る
た
め
に
も
賃
上
げ
が
必
要
。 

問 

道
路
の
法
面
除
草
、
側
溝
の
土
砂
除

去
に
補
助
を
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、

実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

市
長 

将
来
的
に
は
研
究
課
題
と
し
つ

つ
、
現
段
階
で
は
現
状
で
協
力
し
て
ほ
し
い
。

問 

大
野
同
窓
会
館
の
建
替
え
を
望
む
。

市
長 

地
域
振
興
事
業
と
し
て
、
関
係
者

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。 

問 

大
野
・
今
宿
間
の
道
路
改
修
を
進
め

よ
。 建

設
部
長 

今
年
度
は
、
公
民
館
ま
で
実

施
す
る
。
そ
の
後
は
、
北
側
の
側
溝
を
、
終

了
後
、
南
側
を
す
る
予
定
。 

問 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
公
共
施
設

や
、
新
庁
舎
に
積
極
的
活
用
を
せ
よ
。 

市
民
環
境
部
長 

今
年
度
、
水
口
中
学
校

に
太
陽
光
発
電
を
、
新
庁
舎
や
学
校
・
公
民

館
な
ど
検
討
を
進
め
る
。 

問 
市
民
の
願
い
で
も
あ
る
個
人
住
宅
へ

の
太
陽
光
発
電
補
助
を
せ
よ
。 

市
長 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
で
設
置
取

り
付
け
補
助
は
し
て
い
る
。
初
期
投
資
費
用

へ
の
補
助
は
し
な
い
。 

◆参院選結果について◆市道法面の除

草・側溝の土砂対策◆大野同窓会館の建

て替え、◆大野地先（片山・今宿間）の道

路改修◆再生可能エネルギーの活用 

◆国保税引下げと制度改善◆生活保護

引下げと他制度への連動◆特別養護老

人ホームの増設◆信楽町・葛上川の浚渫

工事の早期実施 

◆信楽高原鐡道の沿線整備と観光客誘

致策◆コミバスの改善（巡回バスの新

設、乗り継ぎ中継バス停の改善、バス停

オーナー制度、通院時間帯のバス運行） 

問 

高
す
ぎ
て
払
え
な
い
国
保
税
引
き
下
げ

を
。
税
額
に
対
す
る
認
識
は
ど
う
か
。 

市
長 

相
応
の
軽
減
措
置
な
ど
生
活
に
配
慮

し
た
対
応
を
し
て
い
る
。
税
額
は
い
ち
が
い
に
高

い
低
い
と
は
い
え
な
い
。 

問 

市
独
自
の
国
保
税
の
軽
減
、
窓
口
負
担
軽

減
の
拡
充
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
制
度
に
。 

市
民
環
境
部
長 

現
行
制
度
の
拡
充
は
考
え

て
い
な
い
。 

問 

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
に
反
対
し
、

市
の
他
制
度
へ
の
連
動
は
や
め
よ
。 

市
長 

政
府
が
適
正
に
見
直
し
を
検
討
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

（
他
制
度
と
の
連
動
は
）
国

の
指
針
が
示
さ
れ
た
あ
と
に
検
討
す
る
。 

教
育
部
長 

今
年
度
の
就
学
援
助
制
度
に
は

影
響
な
い
。 

問 

市
の
責
任
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

増
設
し
、
待
機
者
の
解
消
を
。 

市
長 

２７
年
開
設
で
特
養
６０
床
、
老
人
保
健

施
設
１
０
０
床
開
設
の
予
定
。
第
６
期
計
画
で
反

映
さ
せ
る
。 

問 

２７
年
度
ま
で
１
０
８
床
の
現
計
画
は
、

待
機
者
解
消
の
計
画
に
な
っ
て
い
な
い
が
。 

健
康
福
祉
部
長 

他
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
制

度
の
活
用
で
対
応
し
て
い
く
。 

問 

信
楽
町
勅
旨
の
葛
上
川
浚
渫
工
事
を
。 

建
設
部
長 

早
期
対
応
を
県
に
要
望
す
る
。 

 

問 

参
院
選
の
期
日
前
・
不
在
者
投
票
、

病
院
や
施
設
入
所
者
の
投
票
は
。 

 

選
管
事
務
局
長 

９
１
９
９
人
。
２
７
６

人
。
う
ち
病
院
・
施
設
な
ど
は
２
４
１
人
。 

 

問 

汚
染
水
漏
れ
な
ど
原
発
事
故
の
現
状

認
識
は
。 

 

市
長 

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
知
力

を
出
し
き
り
難
局
を
乗
り
切
る
必
要
が
あ

る
。
収
束
と
は
言
え
な
い
状
況
。 

 

問 

特
定
健
診
受
診
率
が
高
い
ほ
ど
医
療

費
が
低
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
受
診
率
向

上
対
策
、
歯
科
セ
ッ
ト
健
診
を
。
障
害
者
施

設
健
診
に
支
援
を
。 

 

市
民
環
境
部
長 

受
診
率
向
上
に
む
け
、

未
受
診
者
対
策
と
保
健
指
導
に
努
め
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

歯
周
病
疾
患
検
診
は
２３

年
度
が
１
５
３
人
。
２４
年
度
は
１
３
８
人
。

パ
ノ
ラ
マ
撮
影
な
ど
が
必
要
で
セ
ッ
ト
検
診

は
困
難
。
歯
科
医
師
会
に
よ
る
施
設
健
診
は

何
ら
か
の
形
で
支
援
し
た
い
。 

 

問 

市
道
の
未
舗
装
は
？
。
年
次
計
画
を

た
て
、
生
活
道
路
優
先
で
舗
装
す
べ
き
。 

 

建
設
部
長 

市
道
の
総
延
長
１
１
８
１
㌔

に
対
し
て
未
舗
装
部
分
は
１
５
８
㌔
。
２
８

６
７
路
線
の
う
ち
６
５
１
路
線
。
今
後
は
生

活
道
路
と
し
て
利
用
頻
度
の
高
い
路
線
、
生

活
に
支
障
を
き
た
す
路
線
を
優
先
的
に
順
次

整
備
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
予
算
確
保
す
る
。

問 

甲
賀
市
の
観
光
戦
略
を
進
め
る
上
で
、

信
楽
高
原
鐡
道
の
魅
力
と
存
続
へ
の
展
望
は
。 

市
長 

千
分
の
３
３
の
勾
配
を
登
る
鐡
道

は
、
市
の
観
光
資
源
、
自
主
運
営
を
指
導
す
る
。 

問 

新
社
長
し
て
の
抱
負
と
今
後
の
運
営
。 

副
市
長 

安
全
運
行
を
最
優
先
す
る
。
経
営

改
善
委
員
会
の
方
策
で
観
光
誘
客
増
を
図
る
。 

問 

沿
線
の
景
勝
美
創
出
す
る
整
備
計
画
。 

総
合
政
策
部
長 

上
下
分
離
後
、
関
係
部
局

協
議
し
、
花
木
植
栽
や
森
林
整
備
を
取
り
組
む
。 

問 

鐡
道
利
用
し
て
学
校
の
作
陶
体
験
は
。 

教
育
部
長 

２３
小
学
校
区
の
う
ち
８
校
が

鐡
道
を
利
用
。
信
楽
焼
の
地
域
学
習
続
け
る
。 

問 

信
楽
「
教
育
旅
行
」
と
鉄
道
セ
ッ
ト
の

誘
客
は
。 

産
業
経
済
部
長 

作
陶
体
験
を
教
育
旅
行
に

取
り
入
れ
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
つ
な
げ
た
い
。 

問 

甲
賀
病
院
に
通
院
す
る
直
通
バ
ス
は
、

貴
生
川
駅
か
ら
旧
３
０
７
号
に
集
中
す
る
。
水

口
の
東
西
地
域
は
、
不
便
極
ま
り
な
い
。
本
水

口
を
通
る
「
西
ま
わ
り
」
巡
回
バ
ス
を
提
案
。 

総
合
政
策
部
長 

巡
回
バ
ス
は
困
難
。 

問 

本
水
口
バ
ス
停
、
中
央
公
民
館
バ
ス
停
、

古
城
が
丘
バ
ス
停
の
乗
り
継
ぎ
を
整
備
せ
よ
。 

総
合
政
策
部
長 

利
用
実
態
を
み
て
判
断
。 

問 

松
尾
地
先
は
朝
の
学
生
便
だ
け
と
な
っ

た
、
甲
賀
病
院
ま
わ
り
を
復
活
せ
よ
。 

総
合
政
策
部
長 

検
討
を
す
す
め
て
い
る
。 




